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おもな内容

秋祭り　石見神社　10月９日

令和３年度 決算認定

もっとくわしく 質疑応答

一般質問（５人）

４

８

14

一般質問の動画はこちらから
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総額１億5803万円物価高騰に対する支援など
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９月定例会
9月６日〜９月28日(23日間)

９月定例会

　日
南
町
議
会
の
９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
28
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
日
南
町
職
員
に
対
す
る
条
例
の
一
部
改
正
及
び
条
例
の
制
定
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
の
人
事
案
件
、
令
和
４
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
認
定
な
ど
全
21
議
案
は
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
審
査
報
告
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
︶

　ま
た
、
﹁
安
倍
元
首
相
の
国
葬
中
止
を
求
め
る
決
議
﹂
を
全
会
一
致
で
議
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
あ

た
り
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の

　
　
青
戸 

和
子
｟
多
里
｠

　
任
期
は
、
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
８
年
12
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
も
の

　
　
大
塚 

二
美
｟
福
万
来
｠

　
　
木
下 

正
紀
｟
霞
｠

　
　
向
原 

英
之
｟
三
吉
｠

　
任
期
は
、
令
和
４
年
11
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
10
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。

定
年
引
上
げ
等
に
伴
う
関
係
条
例
の
制

定
︵
抜
粋
︶

職
員
の
定
年
年
齢
を
段
階
的
に
引
き
上

げ
、
65
歳
｟
医
師
、
歯
科
医
師
は
70

歳
｠
と
す
る
。
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議
決
し
た
お
も
な
議
案

おもな豪雨災害復旧事業（９月補正予算）

　
ま
た
、
60
歳
以
後
、
管
理
職
か
ら
非

管
理
者
へ
降
任
、
基
本
給
は
７
割
支
給
。

一
般
会
計
補
正
予
算

◆
た
っ
た
も
カ
ー
ド
地
域
内
経
済
循
環

対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　２
２
５
０
万
円

　
た
っ
た
も
カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト

の
５
倍
デ
ー
を
実
施
し
た
３
回
の
実
績
に

よ
る
増
額
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
者
緊
急
応
援
金

　
　
　
　
　
　
　
　１
５
４
１
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
４
年

の
う
ち
任
意
の
３
か
月
間
の
収
入
が
、
平

成
31
｟
令
和
元
｠
年
・
令
和
２
年
・
３
年
い

ず
れ
か
の
同
月
よ
り
15
％
以
上
減
少
し
て

い
る
事
業
者
に
対
し
、
30
万
円
を
上
限
と

し
て
応
援
金
を
交
付
す
る
。

◆
予
防
衛
生
一
般
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　１
３
０
７
万
円

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
体
制
確
保
。

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
。

◆
耕
地
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　１
５
０
０
万
円

　
令
和
４
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
る
農
地

お
よ
び
農
業
施
設
災
害
復
旧
。

　
農
地
　
　
　
　
５
か
所
｟
笠
木
ほ
か
｠

　
農
業
施
設
　
１
か
所
｟
茶
屋
｠

◆
町
造
林
事
業

　
　
　１
３
０
９
万
円

　
日
南
町
森
林
組
合
保
有
の
Ｊ−

ク
レ

ジ
ッ
ト
を
２
０
０
０
ｔ
取
得
し
町
保
有
ク

レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
販
売
す
る
。

　
Ｊ−

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
改
正
に
よ
り

新
植
と
下
刈
り
に
よ
る
新
た
な
取
得
が

可
能
に
な
る
見
込
み
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
妥
当
性
確
認
を
行
い
、
取
得
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
る
。

　原油価格等の高騰により影響を受け

た運輸・交通分野事業者に補助金を交

付し、事業の継続および経営の安定化

を図る。

　登録された営業車両の台数に次に価

格を乗じた金額。

・４ｔ以上の大型車：50,000円

・４ｔ未満の普通車：25,000円

・町に営業登録の軽自動車：12,500円

燃料費高騰対策支援補助金

（269万円）

一般会計補正予算

　家計への影響が大きい低所得世帯

（住民税非課税世帯、家計急変世帯）に

一世帯当たり5万円を給付する。

電力・ガス・食料品等価格高騰

緊急支援給付金

（4200万円）

　生活困窮者一世帯当たり1万4千円

の光熱費を助成する。

生活困窮世帯光熱費助成

（70万円）

ここに
注目 おもな物価高騰対策事業補正予算(9月補正予算)

　物価高騰により予定していた設計額

を超える見込みのため補正する。

　　・当初予算　1868万円

大宮分団機庫新築工事

（176万円）
　通院をやめれない人工透析患者の負

担軽減と福祉の推進を図るため、交通費

を助成する。

人工透析患者の交通費助成

（65万円）

町有林の再造林

　世界情勢の変動に加え、止まらない円安が拍車をかけ、燃料をはじめ

あらゆる物価が高騰。その対策として7302万円の補正予算をはじめ、1

億5803万円の審議を行った。

年度

令和５年

令和７年

令和９年

令和11年

令和13年

定年年齢

61歳

62歳

63歳

64歳

65歳

　農業資材等が高騰している状況

を踏まえ、農業経営の安定を図る

ため、生産者を支援する。耕作さ

れている全ての水田を対象とする。

　　・単　　価 ： 1000円/10ａ

　　・対象面積 ： 981 ha

農業者応援特別助成事業（981万円）
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人
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４
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７
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３
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議
決
し
た
お
も
な
議
案

おもな豪雨災害復旧事業（９月補正予算）

　
ま
た
、
60
歳
以
後
、
管
理
職
か
ら
非

管
理
者
へ
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基
本
給
は
７
割
支
給
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者
緊
急
応
援
金
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１
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円

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
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和
４
年

の
う
ち
任
意
の
３
か
月
間
の
収
入
が
、
平

成
31
｟
令
和
元
｠
年
・
令
和
２
年
・
３
年
い

ず
れ
か
の
同
月
よ
り
15
％
以
上
減
少
し
て

い
る
事
業
者
に
対
し
、
30
万
円
を
上
限
と

し
て
応
援
金
を
交
付
す
る
。

◆
予
防
衛
生
一
般
事
業
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３
０
７
万
円
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対
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ワ
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チ
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性
イ
ン
フ
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エ
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ク
チ
ン
の
接

種
体
制
確
保
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オ
ミ
ク
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ン
株
対
応
ワ
ク
チ
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接
種
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用
。

◆
耕
地
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　１
５
０
０
万
円

　
令
和
４
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
る
農
地

お
よ
び
農
業
施
設
災
害
復
旧
。

　
農
地
　
　
　
　
５
か
所
｟
笠
木
ほ
か
｠

　
農
業
施
設
　
１
か
所
｟
茶
屋
｠

◆
町
造
林
事
業

　
　
　１
３
０
９
万
円

　
日
南
町
森
林
組
合
保
有
の
Ｊ−

ク
レ

ジ
ッ
ト
を
２
０
０
０
ｔ
取
得
し
町
保
有
ク

レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
販
売
す
る
。

　
Ｊ−

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
改
正
に
よ
り

新
植
と
下
刈
り
に
よ
る
新
た
な
取
得
が

可
能
に
な
る
見
込
み
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
妥
当
性
確
認
を
行
い
、
取
得
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
る
。

　原油価格等の高騰により影響を受け

た運輸・交通分野事業者に補助金を交

付し、事業の継続および経営の安定化

を図る。

　登録された営業車両の台数に次に価

格を乗じた金額。

・４ｔ以上の大型車：50,000円

・４ｔ未満の普通車：25,000円

・町に営業登録の軽自動車：12,500円

燃料費高騰対策支援補助金

（269万円）

一般会計補正予算

　家計への影響が大きい低所得世帯

（住民税非課税世帯、家計急変世帯）に

一世帯当たり5万円を給付する。

電力・ガス・食料品等価格高騰

緊急支援給付金

（4200万円）

　生活困窮者一世帯当たり1万4千円

の光熱費を助成する。

生活困窮世帯光熱費助成

（70万円）

ここに
注目 おもな物価高騰対策事業補正予算(9月補正予算)

　物価高騰により予定していた設計額

を超える見込みのため補正する。

　　・当初予算　1868万円

大宮分団機庫新築工事

（176万円）
　通院をやめれない人工透析患者の負

担軽減と福祉の推進を図るため、交通費

を助成する。

人工透析患者の交通費助成

（65万円）

町有林の再造林

　世界情勢の変動に加え、止まらない円安が拍車をかけ、燃料をはじめ

あらゆる物価が高騰。その対策として7302万円の補正予算をはじめ、1

億5803万円の審議を行った。

年度

令和５年

令和７年

令和９年

令和11年

令和13年

定年年齢

61歳

62歳

63歳

64歳

65歳

　農業資材等が高騰している状況

を踏まえ、農業経営の安定を図る

ため、生産者を支援する。耕作さ

れている全ての水田を対象とする。

　　・単　　価 ： 1000円/10ａ

　　・対象面積 ： 981 ha

農業者応援特別助成事業（981万円）
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令和３年度 決算を認定決算を認定
普通会計歳入 普通会計歳出

一般会計と普通会計の違いとは？
　通常、日南町の「一般会計」で予算化しているものは、決算もその内容で整理します。
一方で、地方公共団体の決算状況をより具体的に分析するために、全国統一のルールを用いて整理す
る会計区分を「普通会計」と言い、そのルールに従って整理します。
　具体的には、令和３年度の総額は病院補助金187万１千円の繰出を除外したものになっています。

９月定例会に提案された令和３年度一般会計などの決算認定議案は、一部の会計で賛否が分かれましたが、全議案が認定されました。（関連記事は6〜10ページ）

会　計　別 差引残額決　　　算

歳入総額 歳出総額

普 通 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

　 合 計 　

78億 1902万8千円

6億9747万2千円

9億4444万4千円

5325万8千円

8887万7千円

1182万0千円

96億1489万9千円

75億2466万7千円

6億9737万0千円

8億7463万6千円

5325万8千円

8859万0千円

245万9千円

92億4098万0千円

2億9436万1千円

10万2千円

6980万8千円

0円

28万7千円

936万1千円

3億7391万9千円

普通会計・各特別会計の決算状況

歳出総額
75億2,466万7千円

100％

歳入総額
78億1902万8千円

100％

その他
2億6663万6千円

3.4％

町債
7億7130万円

9.9％

15億1804万2千円

19.4％

地方交付税
35億5272万8千円

45.5％

諸収入
3億363万8千円

3.9％

繰越金
4億7672万3千円

6.1％

町税
4億7104万5千円

6.0％

地方譲与税等
2億3748万7千円

3.0％

県支出金
10億2516万6千円

13.1％

国庫支出金
7億1430万5千円

9.1％

  
 自

主
財源　　　　　

　
　
　
　

   　
依存財源　

　

　
　
　

　
　

　
　

総務費
16億410万5千円

21.3％

民生費
10億9246万6千円

14.5％

衛生費
7億9208万4千円

10.5％

農林水産業費
18億6868万7千円

24.8％

災害復旧費
1億5767万円

2.1％

教育費
3億8372万7千円

5.1％

消防費
1億3235万5千円

1.8％

土木費
6億971万7千円

8.1％

商工費
1億9700万3千円

2.6％

議会費
6577万円

0.9％

各企業会計の決算状況（令和4年3月31日現在）

庁舎空調設備改修

１億 6870 万円

地域を皆で守る

中山間地域直接支払

多面的機能支払

２億 9621 万円

公債費
6億2108万8千円

8.3％

たったもカードでお支払い

キャッシュレスシステム導入事業

6187 万円

会　計　別 差引残額
決　　　算

歳入総額 歳出総額

簡易水道事業

下水道事業

病 院 事 業

1億6980万9千円

7597万0千円

1億8064万9千円

1079万5千円

12億4582万0千円

9790万3千円

1億4225万6千円

8427万0千円

1億5830万8千円

8228万0千円

11億9313万9千円

1億1867万0千円

2755万3千円

△7667万3千円

2234万1千円

△7148万5千円

5268万1千円

△2076万7千円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

介護保険事業の中核を担う

あかねの郷

１億 9932 万円
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令和３年度 決算を認定決算を認定
普通会計歳入 普通会計歳出

一般会計と普通会計の違いとは？
　通常、日南町の「一般会計」で予算化しているものは、決算もその内容で整理します。
一方で、地方公共団体の決算状況をより具体的に分析するために、全国統一のルールを用いて整理す
る会計区分を「普通会計」と言い、そのルールに従って整理します。
　具体的には、令和３年度の総額は病院補助金187万１千円の繰出を除外したものになっています。

９月定例会に提案された令和３年度一般会計などの決算認定議案は、一部の会計で賛否が分かれましたが、全議案が認定されました。（関連記事は6〜10ページ）

会　計　別 差引残額決　　　算

歳入総額 歳出総額

普 通 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

　 合 計 　

78億 1902万8千円

6億9747万2千円

9億4444万4千円

5325万8千円

8887万7千円

1182万0千円

96億1489万9千円

75億2466万7千円

6億9737万0千円

8億7463万6千円

5325万8千円

8859万0千円

245万9千円

92億4098万0千円

2億9436万1千円

10万2千円

6980万8千円

0円

28万7千円

936万1千円

3億7391万9千円

普通会計・各特別会計の決算状況

歳出総額
75億2,466万7千円

100％

歳入総額
78億1902万8千円

100％

その他
2億6663万6千円

3.4％

町債
7億7130万円

9.9％

15億1804万2千円

19.4％

地方交付税
35億5272万8千円

45.5％

諸収入
3億363万8千円

3.9％

繰越金
4億7672万3千円

6.1％

町税
4億7104万5千円

6.0％

地方譲与税等
2億3748万7千円

3.0％

県支出金
10億2516万6千円

13.1％

国庫支出金
7億1430万5千円

9.1％

  
 自

主
財源　　　　　

　
　
　
　

   　
依存財源　

　

　
　
　

　
　

　
　

総務費
16億410万5千円

21.3％

民生費
10億9246万6千円

14.5％

衛生費
7億9208万4千円

10.5％

農林水産業費
18億6868万7千円

24.8％

災害復旧費
1億5767万円

2.1％

教育費
3億8372万7千円

5.1％

消防費
1億3235万5千円

1.8％

土木費
6億971万7千円

8.1％

商工費
1億9700万3千円

2.6％

議会費
6577万円

0.9％

各企業会計の決算状況（令和4年3月31日現在）

庁舎空調設備改修

１億 6870 万円

地域を皆で守る

中山間地域直接支払

多面的機能支払

２億 9621 万円

公債費
6億2108万8千円

8.3％

たったもカードでお支払い

キャッシュレスシステム導入事業

6187 万円

会　計　別 差引残額
決　　　算

歳入総額 歳出総額

簡易水道事業

下水道事業

病 院 事 業

1億6980万9千円

7597万0千円

1億8064万9千円

1079万5千円

12億4582万0千円

9790万3千円

1億4225万6千円

8427万0千円

1億5830万8千円

8228万0千円

11億9313万9千円

1億1867万0千円

2755万3千円

△7667万3千円

2234万1千円

△7148万5千円

5268万1千円

△2076万7千円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

介護保険事業の中核を担う

あかねの郷

１億 9932 万円
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未
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て

 

全
般
的
事
項

　決
算
附
属
資
料
で
あ
る
﹁
主

要
施
策
の
成
果
及
び
財
産
に
関

す
る
調
書
﹂
の
事
業
成
果
項
目

に
つ
い
て
は
、
会
議
等
の
開
催

回
数
な
ど
の
数
値
や
事
業
内
容

ま
で
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　当
該
事
業
に
よ
り
、
ど
の
よ

う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
積
極

的
に
示
さ
れ
た
い
。

 

基
金
管
理
事
務

　令
和
２
年
９
月
か
ら
開
始
し

た
基
金
の
﹁
一
括
運
用
﹂
で
生

じ
た
利
金
等
の
積
み
立
て
に
よ

り
、
令
和
３
年
度
の
預
金
利
息

と
債
券
の
運
用
収
益
の
総
額
は

9
5
7
万
2
9
8
9
円
と
な
っ

た
。
預
金
利
率
が
下
が
っ
て
い

る
中
、
一
括
運
用
の
成
果
が
表

れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

 

賦
課
徴
収
事
務

　未
収
金
取
組
み
会
議
は
２
回

開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、
打
開

策
が
集
約
・
実
行
で
き
て
お
ら

ず
、
目
立
っ
た
成
果
は
示
さ
れ

な
か
っ
た
。
県
及
び
西
部
地
区

で
の
包
括
的
な
対
応
も
含
め
検

証
と
方
向
の
手
立
て
を
整
理
し

て
い
く
必
要
を
感
じ
る
。

　ま
た
、
令
和
３
年
度
を
も
っ

て
納
税
組
合
を
廃
止
し
た
が

﹁
滞
納
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
﹂

が
無
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
滞

納
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。

適
宜
、
未
納
者
を
把
握
さ
れ
滞

納
防
止
を
図
ら
れ
た
い
。

 

商
工
総
務
一
般
管
理
事
務

　今
年
２
月
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

７
月
ま
で
に
日
南
町
内
に
お
い

て
﹁
た
っ
た
も
カ
ー
ド
﹂
で
買

い
物
を
さ
れ
た
総
額
は
、
１
億

2
0
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

カ
ー
ド
の
認
知
度
も
高
く
な
っ

て
お
り
、
消
費
者
や
店
舗
に

と
っ
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　今
後
さ
ら
に
利
用
促
進
を
図

り
、
﹁
町
内
で
お
金
が
回
る
﹂

仕
組
み
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

 

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

 

タ
ー
管
理
運
営
事
務

　か
す
み
荘
は
平
成
３
年
春
に

竣
工
し
た
が
、
平
成
31
年
度
に

利
用
を
休
止
し
、
施
設
の
在
り

方
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
以
後
、

施
設
の
維
持
管
理
の
み
の
事
業

と
な
っ
て
い
る
。

　構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
平
屋
建
て
で
、
耐
用
年
数
の

範
囲
内
で
あ
る
が
、
施
設
の
建

て
替
え
に
は
、
隣
接
す
る
崖
の

工
事
も
必
要
と
聞
く
。
施
設
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
廃
止
も

含
め
結
論
を
出
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
。

 

ス
マ
ー
ト
農
業
社
会
実
装

 

促
進
事
業

　当
事
業
の
補
助
対
象
事
業
者

は
認
定
農
業
者
に
限
ら
ず
集
落

営
農
組
織
や
任
意
組
織
も
含
ま

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

町
か
ら
の
事
業
周
知
や
説
明
は

認
定
農
業
者
及
び
農
事
組
合
法

人
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
て
い

た
。
新
た
な
助
成
制
度
が
創
設

さ
れ
た
場
合
は
補
助
対
象
事
業

者
へ
の
事
業
周
知
に
公
平
を
期

さ
れ
た
い
。

令
和
３
年
度
決
算
の
監
査
委
員
意
見(

要
旨)

代
表
監
査
委
員　

高
見 

正
司

監 

査 

委 

員　

岩
﨑 

昭
男

比率名

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

比率の内容

一般会計の赤字の程度を指標化し、財源の規模と比較して指標化

全ての会計の赤字や黒字を合算し、財源の規模と比較して指標化

借入金の返済額を指標化し、標準財政規模と比較指標化（25％以下）

借入金残高や将来支払うべき負担等を指標化した、財政の圧迫度

公営企業の資金不足と、料金収入と比較して指標化

判定

黒字で良好

6.8％で良好

マイナスで良好

資金不足なし

令和３年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

日南町の財政は黒字経営であり、将来負担額に対して充当可能財源が上回っているため、借入金の返済も将来財政を
圧迫する可能性は低いということになります。

方針決定が求められる「かすみ荘」

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
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　令
和
３
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
の
審
査
を
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

︵
議
長
を
除
く
９
人
で
構
成
、
委
員
長
・
久
代
安
敏
議
員
、
副
委
員
長
・
古
都
勝
人
議
員
︶

　９
月
８
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
次
の
意
見
を
付
し
て
い
ず
れ

の
決
算
議
案
も
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

借金・貯金はどれだけある？

　令和３年度末の日南町の借金（町債）は、81億7,902万円

あります。

　一般会計と特別会計の合計額。（事業会計を除く）

　貯金（基金）は、68億8,659万円あります。

　町民1人あたりで計算すると、借金は194万円で、貯金は163

　万円となります。

　　　　（人口は令和４年3月31日現在4,212人）

単位:億円

100

80

60

40

20

0

借金（町債）

貯金（基金）

令和２年度 令和３年度平成29年度 平成30年度 令和元年度

総
務
課

︻
一
般
管
理
事
務
︼

　フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
研

修
を
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
シ

ス
テ
ム
が
十
分
機
能
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
町
民
か
ら
提

出
さ
れ
た
補
助
金
申
請
書
が
約

３
ヶ
月
間
放
置
さ
れ
て
い
た
事

例
が
あ
っ
た
が
、
情
報
の
共
有

や
業
務
の
執
行
が
円
滑
に
行
な

わ
れ
る
よ
う
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
有
効
活
用
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

総
務
課
・
農
林
課

︻
一
般
会
計
の
歳
入
と
基
金
︼

︻
林
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業
︼

　森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
り
積

み
立
て
ら
れ
た
森
林
整
備
基
金

の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
と

と
も
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
の

使
途
を
会
計
年
度
独
立
の
趣
旨

に
沿
っ
て
分
り
易
く
明
示
さ
れ

た
い
。

企
画
課

︻
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
︼

　地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
地
域

担
当
職
員
を
配
置
し
て
い
る
が
、

役
割
が
曖
昧
で
機
能
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
所
期
の
目
的

が
達
成
さ
れ
る
よ
う
職
責
や
位

置
づ
け
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

︻
行
財
政
改
革
︼

　自
立
改
革
推
進
本
部
が
担
当

す
る
行
財
政
改
革
の
取
組
み
が

不
十
分
で
あ
る
。
各
課
へ
の
指

導
、
協
議
が
出
来
て
い
な
い
ほ

か
進
捗
の
取
り
ま
と
め
も
年
度

内
に
出
来
て
い
な
い
。
計
画
の

点
検
と
実
行
を
さ
れ
た
い
。

農
林
課

︻
森
林
保
全
総
合
対
策
事
業
︼

　Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
保
有
量
、

売
払
の
収
入
及
び
使
途
を
年
度

毎
に
明
示
さ
れ
た
い
。

町有林Ｊ-クレジットの販売額と保有高（8000円/t）

求められる環境譲与税の有効活用

保有高
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財
政
上
こ
の
目
標
を
目
指

す
。　女

性
の
人
権

　
　
女
性
活
躍
以
前
に
女
性
の

基
本
的
人
権
と
あ
る
が
。

　
　
国
や
企
業
で
地
位
の
あ
る

人
が
女
性
軽
視
、
蔑
視
の
発
言

を
す
る
。
ま
た
、
選
択
的
夫
婦

別
姓
が
議
論
に
も
な
ら
な
い
。

日
本
社
会
が
女
性
の
人
権
を
重

視
し
て
い
な
い
。

　防
災
用
ド
ロ
ー
ン

　
　
活
用
実
績
は
。

　
　
３
年
度
中
は
な
い
。
訓
練

で
の
活
用
を
計
画
し
て
い
た
が

中
止
に
な
っ
た
。
火
災
や
災
害

現
場
の
現
地
確
認
な
ど
に
使
い

た
い
。

　電
算
管
理

　
　
基
幹
系
の
端
末
は
ど
の
く

ら
い
減
っ
た
か
。

　
　
３
年
度
中
は
減
ら
し
て
な

い
。
今
後
、
１
６
６
台
を
６
割

～
７
割
に
す
る
。

　
　
Ｄ
Ｘ
｟
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
｠
チ
ー
ム
の
活
動
は
。

　
　
事
務
局
含
め
25
人
の
チ
ー

ム
を
結
成
し
、
２
回
会
合
を
開

い
た
。
情
報
化
推
進
計
画
と
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
見
直
し
た
。

　
　
住
民
の
利
便
性
向
上
へ
の

取
組
み
は
。

　
　
随
時
検
討
す
る
。

　予
算
の
未
執
行

　
　
未
執
行
額
が
４
億
７
８
０

０
万
円
あ
る
。
事
業
計
画
を
実

行
し
、
日
南
町
の
魅
力
を
発
信

で
き
て
い
る
か
。

　
　
４
年
度
か
ら
観
光
や
移
住

定
住
を
新
法
人
で
進
め
て
い
る
。

財
政
規
模
が
限
ら
れ
る
中
、
関

係
人
口
の
増
加
に
努
力
す
る
。

　職
員
の
健
康

　
　
健
康
状
態
は
。

　
　
健
診
で
２
割
が
異
常
な
し
。

他
は
、
経
過
観
察
、
要
検
査
な

ど
。

　
　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結

果
は
。

　
　
心
の
病
を
持
つ
職
員
が
少

な
か
ら
ず
い
る
。
管
理
職
が

フ
ォ
ロ
ー
し
た
り
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
相
談
し
て
い
る
。

　公
共
施
設
等
の
管
理

　
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
大
規
模
改
修
が
あ
る
が
実

行
で
き
る
か
。

　
　
課
題
の
ひ
と
つ
。
既
存
の

計
画
が
現
状
と
合
っ
て
い
な
い
。

　
　
か
す
み
荘
廃
止
の
監
査
意

見
が
あ
る
が
。

　
　
活
用
に
つ
い
て
内
部
で
協

議
す
る
。

　
　
公
共
施
設
の
床
面
積
20
％

縮
減
の
目
標
は
実
態
と
合
っ
て

い
な
い
の
で
は
。

い
が
。

　
　
非
認
知
能
力
が
弱
く
、
自

己
肯
定
感
が
低
い
。
こ
ど
も
園

で
０
才
か
ら
非
認
知
能
力
を
高

め
て
い
く
。

　
　
町
長
の
考
え
は
。

　
　
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
が
る
よ
う

行
政
側
も
手
伝
う
。

　社
会
教
育

　
　
従
来
の
公
民
館
制
度
の
方

が
良
か
っ
た
と
の
意
見
も
あ
る

が
。

　
　
生
涯
教
育
、
町
民
大
学
な

ど
色
々
な
催
し
が
あ
る
。
充
実

の
た
め
あ
り
方
を
精
査
す
る
。

ン
グ
さ
せ
て
特
徴
作
り
に
磨
き

を
か
け
て
い
く
。

　会
計
管
理

　
　
ダ
イ
ワ
ネ
ク
ス
ト
銀
行
へ

預
金
し
た
意
図
は
。

　
　
１
億
円
以
上
の
債
権
を
購

入
す
る
と
、
１
億
円
の
１
年
定

期
預
金
の
利
率
が
１
％
に
な
る
。

　特
定
地
域
づ
く
り

　事
業
協
同
組
合

　
　
設
立
に
向
け
て
検
討
し
た

か
。

　
　
シ
ョ
ー
ト
タ
イ
ム
ワ
ー
ク

な
ど
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い

る
。
人
手
不
足
の
解
消
と
い
う

大
枠
の
中
で
考
え
て
い
く
。

　産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
町
の
委
託
料
で
運
営
し
て

い
る
が
、
残
金
の
扱
い
は
。

　
　
残
金
は
翌
年
度
へ
繰
越
し

調
整
し
て
い
る
。

　指
定
管
理
の
施
設

　
　
ゆ
き
ん
こ
村
、
道
の
駅
直

売
所
、
日
南
邑
が
大
幅
な
赤
字

だ
が
。

　
　
観
光
、
飲
食
が
主
体
な
の

で
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
い
。

将
来
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
必

要
で
あ
る
。

教
育
に
関
す
る
点
検
・
評
価

　
　
目
標
に
対
す
る
評
価
が
低

　森
林
環
境
贈
与
税

　
　
使
途
は
。

　
　
森
林
所
有
者
の
移
行
調
査

と
新
植
経
費
を
支
援
し
て
き
た
。

持
続
可
能
な
林
業
の
た
め
の
使

い
方
を
検
討
す
る
。

　
　
町
が
自
由
に
使
え
る
財
源

で
あ
り
、
ま
ず
町
長
の
考
え
を

前
面
に
出
す
べ
き
で
は
。

　
　
会
議
の
中
で
町
が
や
り
た

い
テ
ー
マ
を
決
め
て
地
域
住
民

の
声
を
聴
き
、
合
意
形
成
を
図

る
。　企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　
　
計
画
で
は
５
年
間
の
目
標

額
は
15
億
円
で
あ
る
が
３
年
度

実
績
は
２
２
０
万
円
で
あ
っ
た
。

こ
の
乖
離
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
情
報
発
信
に
努
め
、
こ
れ

か
ら
拡
大
し
て
い
く
。

　
　
ど
ん
な
事
業
に
対
し
て
ど

ん
な
企
業
が
納
税
し
た
の
か
。

　
　
新
植
、
皆
伐
な
ど
へ
の
資

金
提
供
を
求
め
、
東
京
と
千
葉

に
本
社
を
持
つ
企
業
が
納
税
し

た
。

　
　
環
境
の
町
を
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
は
。

　
　
企
業
の
考
え
方
と
マ
ッ
チ

問問問問問問問問問問 答答答答答答答答

問問問問問問問問 問問 答答答答答答答答答答

問問 問問 答答答答答答

問問問問問問問問問問問問 答答答答答答答答答答答答

問問問問問問問問 問問 答答 答答答答 答答答答答答

もっとくわしく質疑応答 決算認定など

　令
和
３
年
度
決
算
認
定

の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

みんなで学ぶ 町民大学
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　地
籍
調
査

　
　
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の

地
域
を
増
や
せ
る
か
。

　
　
杭
を
打
た
な
い
こ
と
へ
の
、

地
元
の
合
意
が
あ
れ
ば
で
き
る
。

　し
っ
か
り
守
る

　農
林
基
盤
交
付
金

　
　
小
規
模
農
業
者
で
も
対
象

に
な
る
か
。

　
　
小
規
模
農
業
者
３
件
に
交

付
し
、
暗
き
ょ
排
水
や
農
道
な

ど
を
整
備
し
た
。

　
　
畦
畔
の
修
復
は
。

　
　
県
の
基
準
が
あ
る
の
で
相

談
し
て
欲
し
い
。

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
保
護

　
　
保
護
指
針
策
定
は
。

　
　
指
針
案
と
生
息
状
況
に
齟

齬
が
あ
る
の
で
、
生
息
調
査
が

す
べ
て
終
わ
っ
て
か
ら
指
針
を

ま
と
め
る
。

で
は
。

　
　
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
が
始

ま
る
中
で
見
直
す
な
ど
検
討
し

た
い
。

　堆
肥
生
産

　
　
生
産
量
は
。

　
　
約
１
４
０
０
ト
ン
で
、
足

り
な
い
と
の
話
は
な
い
。

　
　
民
間
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

活
用
は
。

　
　
町
の
た
い
肥
セ
ン
タ
ー
副

資
材
な
ど
が
違
う
が
連
携
し
て

い
く
。

　町
造
林
事
業

　
　
皆
伐
、
新
植
の
実
施
面
積

が
計
画
よ
り
少
な
い
が
。

　
　
急
峻
な
現
場
で
応
札
が
な

か
っ
た
。

　
　
３
年
度
実
施
は
3.4
　
で
計

画
未
達
で
あ
る
。
10
齢
級
で
の

皆
伐
、
新
植
は
現
実
的
か
。

　
　
５
年
に
一
度
計
画
を
見
直

す
。
今
後
考
え
る
。

　
　
生
山
駅
発
着
で
の
送
迎
を

検
討
中
で
あ
る
。

　特
別
障
が
い
者
手
当

　
　
支
給
状
況
は
。

　
　
３
月
末
時
点
で
６
人
が
受

給
し
て
い
る
。
内
、
要
介
護
４

が
２
人
、
要
介
護
５
が
２
人
で

あ
る
。

　
　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
受

給
を
勧
め
て
は
。

　
　
在
宅
支
援
会
議
で
勉
強
会

を
し
て
ケ
ア
マ
ネ
も
認
識
し
て

い
る
。
相
談
は
微
増
し
て
い
る
。

　生
理
の
貧
困
対
策

　
　
生
理
用
品
受
け
取
り
の
希

望
が
な
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

宣
伝
不
足
で
は
。

　
　
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
り
、
高

校
へ
行
っ
た
り
し
た
。

　
　
試
験
的
に
で
も
公
共
の
ト

イ
レ
に
置
い
て
は
。

　
　
ト
イ
レ
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
置
き
、
窓
口
で
無
言

で
受
け
取
れ
る
よ
う
に
し
た
。

再
度
検
討
す
る
。

　お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

　
　
交
付
枚
数
の
46
％
が
使
わ

れ
て
い
な
い
理
由
は
。

　
　
家
族
の
支
援
な
ど
が
あ
り

利
用
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。

　
　
有
償
福
祉
タ
ク
シ
ー
に
使

え
ず
、
遠
距
離
で
使
い
に
く
い

な
ど
、
不
公
平
感
が
大
き
い
の

　
　
定
め
て
い
な
い
。
３
年
度

は
２
年
度
比
１
２
０
０
人
増

だ
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
や
ロ
グ
ハ

ウ
ス
利
用
者
が
多
い
。

　
　
観
光
案
内
所
の
体
制
は
。

　
　
３
人
体
制
だ
っ
た
が
１
人

退
職
し
て
２
人
体
制
に
な
っ
た
。

　ご
み
処
理
広
域
化

　
　
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

の
負
担
金
の
内
、
ご
み
処
理
施

設
建
設
費
の
内
訳
は
。

　
　
広
報
費
な
ど
。
西
部
圏
域

全
体
で
８
８
０
万
円
を
均
等
割

２
割
、
人
口
割
８
割
で
負
担
し

た
。　ス

ト
マ
用
装
具
へ
の
補
助

　
　
給
付
状
況
は
。

　
　
18
人
が
利
用
し
て
い
る
。

給
付
上
限
月
額
は
畜
尿
袋
１
万

１
６
３
９
円
、
畜
便
袋
８
８
５

８
円
で
あ
る
。

　
　
１
割
を
超
え
る
自
己
負
担

を
し
て
い
る
人
は
。

　
　
３
人
が
月
額
７
０
０
円
～

７
０
０
０
円
を
負
担
し
て
い
る
。

今
後
、
基
準
額
の
検
討
も
必
要

で
あ
る
。

　人
工
透
析
の
通
院

　
　
通
院
先
は
。

　
　
通
院
が
必
要
な
患
者
14
人

の
内
、
日
野
病
院
が
７
～
８
人
で

そ
の
他
は
米
子
の
病
院
で
あ
る
。

　
　
日
野
病
院
へ
の
送
迎
は
。

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
虹
の
郷

　
　
経
営
実
態
は
。

　
　
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
７
室
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
９

室
が
ほ
ぼ
満
室
で
あ
る
。

　
　
健
全
経
営
か
。

　
　
黒
字
で
あ
る
。
運
営
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
か
り
広
場

の
決
算
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
た
っ
た
も
カ
ー
ド

　
　
２
月
22
日
付
与
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
ポ
イ
ン
ト
の
最
終
利
用

率
は
。

　
　
89.8
％
で
あ
る
。

　観
光
振
興

　
　
町
内
の
宿
泊
者
数
の
目
標

は
。
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グループホーム虹の郷

オオサンショウウオの生息調査
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一般会計

反対　　　岡本健三議員
　正職員と会計年度任用職員

の手当などの格差を改善する

べき。プラスチック資源循環

促進法に基づきゴミ施策の抜

本的な見直しをすべきであ

る。

賛成　　　坪倉勝幸議員
　予算の執行率、投資的経費

比率が低くなっている。事業

が予定どおり執行されていな

い面もあるが、おおむね妥当

な決算である。

反対　　　久代安敏議員
　米価暴落に行政の具体的支

援策がなかった。森林環境譲

与税を有効利用する方策がな

い。町有車両の車検切れの件

は行政のモラルハザードであ

る。

介護保険特別会計

賛成　　　近藤仁志議員
　少子高齢化が進行する中で基金の取崩しは

慎重であるべき。介護予防、健康増進の取組

みは大いに評価できる。

　　　岡本健三議員
　介護報酬の引き上げにより利用料が高く

なっている。介護給付準備基金を使ってでも

町が利用料を引き下げるべきである。

反対

−10−

反対 賛成反対

国民健康保険特別会計

　　　岡本健三議員
　１８歳以下の均等割課税を

止めるべきである。新型コロ

ナウイルスに感染による傷病

手当は、事業主も対象にすべ

きである。

　　　荒木　博議員
　経常収支が赤字のなか、基

金繰り入れにより適切に経営

されている。子どもの均等割

課税の免除は町ではなく、県

組織で議論すべき。

　　　久代安敏議員
　被保険者の生活が厳しいな

か、３億600万円ある財政調

整基金を使って、保険料を引

き下げるべきである。

令和３年度 決算認定 論討

※山本芳昭議員は議長のため、賛否の表明はしません。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

認定

認定

認定

認定

近
藤
仁
志

大
西

　保

古
都
勝
人

荒
木

　博

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

件　　　　　名 結果

○令和３年度決算認定の賛否内訳（賛否の分かれたもの）

岡
本
健
三

櫃
田
洋
一

岩
﨑
昭
男

×

×

×

×

−

−

−

−

久
代
安
敏

坪
倉
勝
幸

山
本
芳
昭

○

○

○

○

後期高齢者医療特別会計

　　　岡本健三議員
　後期高齢者だけを被保険者として、負担増

を押しつけると共にリスク分散しにくい保険

制度を改めるよう国に働きかけるべきだっ

た。

賛成　　　櫃田洋一議員
　高齢化が進む中で医療の安全や質を落とさ

ずに安定した運営ができる制度である。

反対
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９月定例会可決・認定した議案
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……賛否の分かれたもの

○可決した議案

論討

○賛否内訳

○ ○ ○○ ○ ○○ −

近
藤
　
仁
志

大
西
　
　
保

久
代
　
安
敏

坪
倉
　
勝
幸

古
都
　
勝
人

山
本
　
芳
昭

荒
木
　
　
博

岡
本
　
健
三

櫃
田
　
洋
一

岩
﨑
　
昭
男

○×

※山本芳昭議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

決採

　　　大西　保議員

　森林組合からＪ-クレジットを購入

する財源は、森林環境譲与税を充てる

べきである。

反対

賛成　　　近藤仁志議員

　森林環境譲与税は、林業人材育成な

どに活用されており、一般財源の支出

は妥当である。

一般会計補正予算(第3号)

国民健康保険特別会計補正予算(第2号)

後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号)

簡易水道事業会計補正予算(第1号)

下水道事業会計補正予算(第1号)

一般会計補正予算（第4号）

日南町職員の育児休業等に関する条例

日南町職員の定年引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例

一般会計  　　　　　　　　

国民健康保険特別会計　　　

介護保険特別会計　　　　　

介護サービス事業特別会計　

後期高齢者医療特別会計　　

再生可能エネルギー発電事業特別会計

簡易水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

安倍元首相の国葬中止を求める決議

農業資材等価格高騰対策を求める意見書提出について

令
和
４
年
度
補
正
予
算

令
和
３
年
度
決
算
認
定

条
例
の

制

　定

条
例
の

一

　部

改

　正

発
議

そ
の
他

日南町人権擁護委員候補者の推薦にあたり

議会の意見を求めることについて（1件）

日南町固定資産評価審査委員会委員の選任

につき同意を求めることについて（3件）

発電を再開した新石見小水力発電所
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岸田首相は安倍元首相の葬儀を国葬とし、令和4年9月27日に日本武道館で行うことを閣議決定

した。しかし、戦前の国葬令は1947年に失効している。

1.総理大臣を憲政史上最長の８年８か月務めたこと

2.経済・外交など歴史に残る業績を残したこと

3.諸外国から敬意と弔意が示されていること

4.選挙活動中の非業の死であり暴力には屈しない国として毅然とした姿勢を示すこと

を理由に挙げているが、国葬について現在、明確な法的根拠がなく国民の賛否も二分されてお

り、歴代首相の葬儀の実情を鑑みれば、国葬を中止すべきである。

よって、日南町議会は安倍元首相の国葬中止を求め、ここに決議する。

安倍元首相の国葬中止を求める決議

（要旨）

（要旨）

1.農業において肥料等の資材及び燃料の高騰対策を早急に講じられたい。直接的な国の財政支

　援を求める。

2.肥料等の安定供給および価格高騰に対応するセーフティーネットを構築すること。

農業資材等価格高騰対策を求める意見書

陳願の審査結果と討論
　提出のあった陳願は、９月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

なお、賛成・反対とあるのは、陳願の原案に対する討論と採決の結果です。

本会議令和４年陳願第７号 提 出 者

鳥取県農民運動連合会

銭神山川農業用水関係者

地権者代表 矢田貝 茂人

　　　　　　　ほか7名

　町は陳情者の思いを真摯に受け止

め、養豚事業の操業中止と土地の購

入に向けた交渉を速やかにされたい。

採択

審 査 意 見

セントラルファーム㈱

鳥取農場の操業停止を

求める陳情

　　　岩﨑昭男議員
　用地などの購入金額もわからないなか、陳情を採
択することは、議会として責任が持てない。町の取
得交渉の推移を見ながら結論を出すべきであり、継
続審査とするべきである。

　　　櫃田洋一議員
　上原ファームから新しい会社に譲渡されたとの事
だが、明確な根拠がない状況で養豚事業の中止を求
めるべきではない。継続審査とするべきである。

（岩﨑、櫃田、荒木、古都）

反対

反対

　　　岡本健三議員

　養豚場は、５０年に亘り住民の生活、営農および
生態系に悪影響を及ぼしてきた。今必要なのは、養
豚事業の中止と町による用地の取得、環境汚染の調
査である。

賛成

　　　近藤仁志議員

　陳情者の長年の苦労を思うとき、早期の解決を図
るべきである。新しい会社が養豚事業を再開する前
の今の時期に交渉を開始するべきである。

（大西、久代、近藤、岡本、坪倉）

賛成

反対

本会議令和４年陳願第８号 提 出 者

自治労鳥取県本部

執行委員長　山口　一樹

　　　　　　　ほか1名

　短時間勤務の会計年度任用職員にも勤勉手当の支

給と処遇改善促進に向けた財源の確保については理

解できるが、任期の定めのない短時間勤務職員制度

の導入については、更なる検討が必要である。

趣旨採択

審 査 意 見

会計年度任用職員の処遇

改善に向けた法改正と雇

用安定を求める陳情

　　　（討論なし）

（大西、岩﨑、櫃田、近藤、荒木、古都、坪倉）

　　　岡本健三議員

　正職員と会計年度任用職員の待遇には大きな格差が
ある。会計年度任用職員の処遇改善と雇用の安定のた
めに、この陳情を採択すべきである。

（久代、岡本）

賛成
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改築前の機庫

にちなん議会だより　令和４年10月発行　No.169

もっとくわしく質疑応答 補正予算

　令
和
４
年
度
補
正
予
算

等
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
　４
ｔ
以
上
35
台
、
４
ｔ
未

満
５
台
で
確
認
し
て
い
る
。

　
　各
車
両
の
稼
働
率
は
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
の
か
。

　
　試
算
前
に
各
事
業
者
に
聞

き
取
り
を
行
い
、
１
日
の
平
均

運
行
距
離
、
燃
費
、
値
上
げ
幅

を
試
算
し
て
い
る
。

　
　燃
料
費
高
騰
対
策
補
助
金

は
役
場
が
窓
口
か
。

　
　商
工
会
を
窓
口
に
し
て
事

務
作
業
、
支
払
い
は
役
場
が
行

う
。

　
　作
物
が
作
付
さ
れ
て
い
る

全
て
の
水
田
。

　
　自
家
消
費
用
の
生
産
も
含

む
か
。

　
　販
売
に
限
ら
ず
、
自
家
野

菜
も
含
む
。
各
農
家
か
ら
の
申

請
で
は
な
く
、
再
生
協
の
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
交
付
す
る
。

　
　1
0
0
0
円
／
10
a
の
根

拠
は
。

　
　肥
料
、
燃
料
の
値
上
が
り

分
を
基
本
と
し
て
い
る
。
国
や

県
の
積
算
根
拠
を
参
考
に
し
て

い
る
。

　燃
油
高
騰
対
策

　
　燃
油
高
騰
対
策
支
援
補
助

金
は
、
運
輸
業
者
に
限
ら
ず
間

口
を
広
げ
て
は
。

　
　誰
も
が
影
響
を
受
け
て
い

る
が
今
回
は
運
輸
業
者
が
対
象
。

　
　林
業
者
も
ト
ラ
ッ
ク
で
営

業
し
て
い
る
の
で
含
め
て
は
。

　
　林
業
事
業
者
の
中
に
は
、

価
格
転
化
で
き
て
い
る
部
分
も

あ
る
。

　
　20
ｔ
の
ト
レ
ー
ラ
ー
と
４

ｔ
の
ト
ラ
ッ
ク
の
燃
費
に
は
、

大
き
な
違
い
が
あ
る
が
。

材
育
成
に
使
用
し
て
い
く
。

　
　Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
日
南

町
と
森
林
組
合
の
両
方
が
販
売

さ
れ
て
い
る
が
整
理
さ
れ
た
方

が
良
い
の
で
は
。

　
　制
度
を
確
認
し
な
が
ら
よ

り
販
売
で
き
る
形
を
取
り
た
い
。

　
　森
林
整
備
基
金
は
ど
の
よ

う
に
整
理
し
て
い
く
の
か
。

　
　国
で
見
直
し
を
さ
れ
て
お

り
、
関
係
者
と
協
議
し
方
向
性

と
内
容
を
精
査
す
る
。

　企
業
支
援
対
策

　
　任
意
団
体
と
農
業
者
は
対

象
に
な
る
の
か
。

　
　町
内
で
営
利
を
目
的
と
し

て
事
業
を
営
む
法
人
、
団
体
、

個
人
が
対
象
。
た
だ
し
、
個
人

農
業
者
は
含
ま
な
い
。

　
　企
業
支
援
対
策
は
理
解
で

き
る
が
農
業
者
も
含
め
門
戸
を

広
く
開
く
べ
き
で
は
。

　
　コ
ロ
ナ
で
大
き
く
影
響
を

受
け
た
方
と
い
う
趣
旨
で
あ
り
、

農
業
の
個
人
事
業
主
は
対
象
外
。

　農
業
者
応
援
特
別
支
援

　
　9
8
1
ha
は
、
転
作
も
含

め
た
面
積
か
。

　大
宮
分
団
機
庫
新
築
工
事

　
　材
料
・
資
材
費
が
高
騰
し

て
い
る
が
、
1
7
6
万
円
の
増

額
で
大
丈
夫
か
。

　
　設
計
事
務
所
で
積
算
さ
れ
、

中
身
も
精
査
し
可
能
で
あ
る
。

　
　設
計
事
務
所
の
出
さ
れ
た

単
価
に
問
題
が
あ
る
と
聞
く
が
。

　
　精
査
し
て
い
る
。

　町
造
林
事
業

　
　Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入

を
森
林
環
境
譲
与
税
で
購
入
し

た
ら
ど
う
か
。

　
　森
林
環
境
譲
与
税
は
、
人

　文
書
管
理

　
　個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
作
成

業
務
委
託
費
用
４
０
０
万
円
の

内
訳
は
。

　
　初
期
導
入
経
費
で
あ
り
、

来
年
度
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
月
に
1
5
0
0
0
円
か
か

る
。　電

算
管
理
運
営

　
　宛
名
サ
ー
バ
ー
は
来
年
の

い
つ
ま
で
に
更
新
が
必
要
か
。

　
　令
和
５
年
10
月
ま
で
に
更

新
導
入
す
る
工
程
で
全
て
の
自

治
体
が
準
備
し
て
い
る
。

　
　使
用
で
き
る
機
器
を
１
年

前
倒
し
で
更
新
す
る
と
い
う
の

は
も
っ
た
い
な
い
気
も
す
る
が
。

　
　ソ
フ
ト
が
令
和
５
年
10
月

で
サ
ポ
ー
ト
終
了
に
な
る
の
で

今
年
度
中
に
購
入
し
て
、
令
和

５
年
10
月
の
運
用
に
備
え
る
。

問問 問問問問 答答答答答答

問問問問問問 答答答答答答

問問問問 答答

問問

問問問問

問問 答答答答答答問問問問問問 答答答答

答答問問問問問問 答答答答

答答答答答答

燃油高騰に苦慮する運輸業者



　
非
認
知
能
力
を
ど
の
よ
う
に
身
に

つ
け
る
の
か
。

「
非
認
知
能
力
」
と
は
、
意
欲
、
協

調
性
、
粘
り
強
さ
、
忍
耐
力
、
計
画

性
、
自
制
心
、
創
造
性
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ
た
測
定
、

数
値
化
で
き
な
い
能
力
で
あ
る
。

〝
実
体
験
〟
本
物
の
取
り
組
み
を
す

る
。
そ
の
場
に
行
っ
て
触
っ
た
り
、

観
察
す
る
。
ま
た
、
大
人
が
モ
デ
ル

に
な
っ
て
見
せ
て
や
る
。
Ａ
Ｉ
の
時

代
に
な
っ
て
も
大
工
さ
ん
の
技
術
は

な
く
な
ら
な
い
。
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あそびは楽しい

問問

答答

　
夜
間
や
日
曜
日
に
運
行
さ
れ
な
い

タ
ク
シ
ー
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

　
夜
間
、
日
曜
日
の
運
行
は
利
用
者

が
少
な
い
こ
と
。
ド
ラ
イ
バ
ー
、
点

呼
係
の
確
保
や
採
算
性
の
観
点
か
ら

困
難
で
あ
る
と
い
う
回
答
。
非
常
に

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
引
き
続
き
夜
間
、
日
曜
日
の
運

行
を
事
業
者
へ
要
望
し
て
い
く
。

　
町
民
か
ら
タ
ク
シ
ー
の
運
行
改
善

を
求
め
る
声
が
多
数
あ
る
。

緑
ナ
ン
バ
ー
の
交
付
を
受
け
て
事
業

さ
れ
て
い
る
以
上
は
使
命
感
を
持
っ

て
事
業
さ
れ
る
べ
き
で
は
。

　
基
本
的
に
は
そ
う
思
う
が
、
民
間
の

事
業
体
な
の
で
限
度
も
あ
る
と
思
う
。

で
き
る
形
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

　
施
政
方
針
で
述
べ
ら
れ
た
「
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
全
な
ま
ち

づ
く
り
」
の
た
め
に
も
、
た
っ
た
も

カ
ー
ド
を
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
。

　
通
信
状
況
に
よ
っ
て
は
決
済
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
、
解
決
策
を
導

入
事
業
者
と
検
討
し
て
い
る
。

　
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
一
貫
し
て
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・

中
学
校
と
段
階
的
に
学
ば
せ
る
こ
と

が
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
。

　
子
ど
も
た
ち
と
町
民
み
ん
な
が
関

わ
り
合
い
な
が
ら
教
育
を
行
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
目
指
し
、
３

本
の
柱
を
中
心
に
研
究
実
践
。

　一
つ
目
は
学
び
続
け
る
力

　
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
こ
と
を
重
視
し
「
非
認
知

能
力
」
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
目
指

す
。

　
二
つ
目
は
関
わ
り
あ
う
力

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
思

い
や
り
な
ど
の
社
会
的
ス
キ
ル
。

　三
つ
目
は
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心

　
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
培

い
将
来
地
域
に
貢
献
で
き
る
大
人
へ

成
長
し
て
い
く
可
能
性
を
育
む
。

答答

　中
村
町
長

答答

　教
育
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　青
戸
教
育
長

タクシーの夜間、日曜日運行は

引き続き要望を行っていく

　　　　　　

問問

運
行
改
善
を

問問

た
っ
た
も
カ
ー
ド

問問
園
・
小
・
中 

一
貫
教
育

問問
﹃
非
認
知
能
力
﹄

答答

　教
育
長

問問
日
南
学
と
は

問問

日
時
限
定
タ
ク
シ
ー

一般質
問

一般質
問
答答と問問

櫃田洋一 議員

−15−

　　
総
合
計
画
、
総
合
戦
略
か
ら
具
体
的

な
地
方
創
生
の
取
り
組
み
が
見
え
な
い

が
、
町
長
の
考
え
る
地
方
創
生
と
急
が

れ
る
具
体
的
取
り
組
み
は
。
　

　　
企
業
連
携
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
可
能
性
と
、
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る

コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
の
実
現
。

定
住
対
策
な
ど
人
口
減
少
を
抑
え
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。
　

　　
社
会
情
勢
の
予
期
せ
ぬ
変
化
に
よ
る

米
価
の
下
落
、
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、

中
核
農
家
す
ら
離
農
を
検
討
す
る
声
が

聞
か
れ
る
が
。
　

　
農
業
に
限
ら
ず
商
工
業
や
一
般
家
庭

ま
で
影
響
が
出
て
い
る
。
国
県
と
連
携
し

な
が
ら
町
も
独
自
の
支
援
を
検
討
す
る
。

　
獣
害
被
害
が
農
家
の
負
担
を
増
や
し
、

や
る
気
を
減
退
さ
せ
て
い
る
現
状
の
対
策
は
。

　
日
野
郡
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
を
中

心
に
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
集

落
全
体
で
考
え
る
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
き
た
い
。

　
一
経
営
体
が
受
け
持
つ
面
積
が
増
え

て
い
る
。
設
備
の
拡
充
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
。

　
規
模
拡
大
に
よ
る
設
備
の
充
実
は
必

須
の
条
件
で
あ
る
が
、
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
て
必
要
な
支
援
を
行
う
。

　
も
み
殻
燻
炭
を
土
壌
改
良
剤
と
し
て

還
元
す
る
こ
と
で
C
O
２
削
減
実
績
を

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で
販
売
。
ま
た
、

環
境
保
全
型
農
業
支
援
対
策
事
業
の
対

象
と
な
り
、
収
入
の
増
加
に
繋
が
る
と

考
え
る
が
。

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　青
戸
教
育
長

答答

　教
育
長

答答

答答

　中
村
町
長

　
も
み
殻
の
燻
炭
や
バ
イ
オ
炭
は
み
ど

り
の
食
糧
シ
ス
テ
ム
に
も
通
ず
る
部
分

で
あ
る
の
で
、
先
進
地
の
事
例
も
参
考

に
し
て
活
用
を
検
討
す
る
。

　
ふ
る
さ
と
教
育
の
一
環
と
し
て
、
ガ

イ
ド
養
成
講
座
な
ど
を
取
り
入
れ
実
践

す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
と
郷
土
愛
が
よ
り
強
く
な

る
の
で
は
。
　

　
子
ど
も
た
ち
が
ガ
イ
ド
と
な
り
学
ん

だ
こ
と
を
伝
え
る
活
動
は
、
表
現
力
や

実
践
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

等
が
高
ま
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
　

　
活
躍
で
き
る
場
が
増
え
る
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い
。
関

係
団
体
等
と
連
携
す
る
な
ど
、
可
能
な

形
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
基
礎
学
力
の
現
状
と
一
層
の
向
上
に

向
け
た
考
え
は
。

　
学
力
調
査
等
の
結
果
、
全
国
平
均
と

同
程
度
ま
た
は
下
回
る
学
年
が
多
い
が
、

全
て
の
教
科
で
全
国
平
均
を
上
回
る
学

年
も
あ
る
。
学
力
向
上
は
常
に
中
心
的

な
課
題
で
あ
り
、
継
続
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
併
せ
て
学
び
に
向
か
う
力
や

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
の
資

質
・
能
力
も
し
っ
か
り
と
育
て
て
い
き

た
い
。

山並みを望む棚田

問問

答答

地方創生推進の取り組みは

企業連携による

新たな町づくりと人口減少の抑制

問問

地
方
創
生
の
推
進

問問

農
業
の
現
状
と
課
題
解
決

問問

獣
害
対
策

問問

ふ
る
さ
と
教
育

問問

基
礎
学
力
の
現
状
と

取
り
組
み

問問

経
営
体
の
能
力
向
上

問問

も
み
殻
燻
炭
の
活
用

町政のここが聞きたい
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近藤仁志 議員



　
５
月
末
７
３
８
８
頭
、
８
月
末
３

８
７
６
頭
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
森
林
組
合
か
ら
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
を

２
０
０
０
ｔ
購
入
す
る
予
定
と
６
月

の
一
般
質
問
で
答
弁
さ
れ
た
が
、
購

入
時
期
は
い
つ
頃
な
の
か
。
又
、
町

有
林
の
新
規
申
請
の
状
況
は
。

　
９
月
補
正
後
に
購
入
を
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
新
規
申
請
に
つ
い
て

は
令
和
５
年
度
中
を
検
討
し
て
い
る
。

　
補
正
予
算
で
は
１
千
１
０
０
万
円

を
計
画
し
て
い
る
が
、
購
入
単
価
と

販
売
単
価
を
い
く
ら
で
考
え
て
い
る

の
か
。

　
購
入
単
価
を
５
千
円
、
販
売
単
価

を
８
千
円
と
考
え
て
い
る
。

　
購
入
す
る
財
源
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
町
が
保
有
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
シ

ャ
イ
ン
の
株
の
一
部
を
売
却
し
て
財

源
に
充
て
た
い
。
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問問

答答

　
売
却
譲
渡
に
つ
い
て
最
新
の
状
況

と
、
い
つ
売
却
す
る
こ
と
を
知
ら
れ

た
の
か
。

　
６
月
21
日
の
上
原
社
長
と
の
面
談

で
初
め
て
知
っ
た
。
譲
渡
予
定
先
と

は
６
月
27
日
に
対
面
し
た
。

　
７
月
11
日
に
住
民
か
ら
陳
情
書
を

受
け
、
８
月
17
日
に
宮
崎
の
本
社
に

丸
山
副
町
長
が
出
向
き
町
へ
の
譲
渡

を
伺
っ
た
際
、
す
で
に
次
の
会
社
へ

譲
渡
契
約
は
完
了
し
て
い
る
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

　
も
う
少
し
具
体
的
な
内
容
と
、
ど

の
よ
う
な
方
向
付
け
に
な
っ
た
か
。

　
「
今
後
の
事
は
新
し
い
会
社
と
話

を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。

　
12
月
末
ま
で
は
、
今
の
豚
が
い
る

間
は
上
原
フ
ァ
ー
ム
が
運
営
し
て
い

く
と
言
わ
れ
た
。

　
地
域
住
民
か
ら
町
長
に
提
出
さ
れ

た
陳
情
｟
操
業
中
止
及
び
土
地
を
町

が
購
入
｠
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
さ
れ
る
の
か
。

　
住
民
皆
さ
ん
の
要
望
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
今
後
の
対
応
を
関
係
者
と

協
議
し
て
進
め
る
。

「
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
汚
水
対
策

検
討
会
」
の
実
施
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

　
県
か
ら
の
指
摘
事
項
が
改
善
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
検
討
会
の
開
催
に

至
っ
て
い
な
い
。
農
場
の
改
修
・
進

捗
管
理
を
み
な
が
ら
県
と
連
携
し
、

開
催
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
く
。

　
５
月
末
か
ら
８
月
末
の
飼
育
頭
数
は
。

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　丸
山
副
町
長

　町

　長

答答

住民からの陳情に

　　　　　どう対応するのか

真摯に受け止め

　　　関係者と協議して進める

　　　　　　

問問

Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入

問問

購
入
単
価
と
販
売
単
価

問問

購
入
の
財
源

問問

本
社
で
の
会
談
内
容
は

問問
操
業
中
止
等
を
求
め
る
陳
情

問問
汚
水
対
策
検
討
会
の
今
後

問問
飼
育
頭
数
の
推
移

問問

セ
ン
ト
ラ
ル
農
場
の

売
却
譲
渡

譲渡先が決まっている養豚場

一般質
問

一般質
問
答答と問問

大西　保 議員

　
６
月
定
例
会
で
総
合
教
育
会
議
で
議

論
す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。
進
捗
状
況
は
。

　
８
月
24
日
の
総
合
教
育
会
議
で
給
食

の
無
償
化
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

保
護
者
へ
の
経
済
的
支
援
の
現
状
、
保

護
者
の
意
見
、
財
源
等
に
つ
い
て
議
論

し
課
題
を
整
理
し
た
。
今
後
、
９
月
に

保
護
者
と
意
見
交
換
、
10
月
に
教
育
委

員
会
で
協
議
し
、
次
回
総
合
教
育
会
議

で
引
き
続
き
検
討
す
る
。

　
４
月
施
行
の
プ
ラ
資
源
循
環
促
進

法
制
定
の
議
論
で
熱
回
収
は
リ
サ
イ

ク
ル
で
は
な
い
と
の
国
の
見
解
が
示

さ
れ
た
。
こ
れ
を
認
識
し
て
い
る
か
。

　
町
で
は
軟
プ
ラ
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

は
既
に
分
別
回
収
し
て
い
る
。
硬
質

プ
ラ
が
問
題
で
あ
る
。

　
焼
却
処
理
を
し
て
い
な
い
自
治
体
の

例
や
、
紙
の
焼
却
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出

な
ど
情
報
を
集
め
て
再
検
討
し
て
は
。

　
基
本
的
に
資
源
を
再
利
用
す
る
考

え
方
は
あ
る
。
大
局
的
な
捉
え
方
は

誰
も
が
持
っ
て
い
る
。
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譲
渡
先
企
業
は
農
場
を
営
業
す
る
た

め
に
購
入
し
た
は
ず
な
の
で
、
町
の
買

収
に
は
土
地
施
設
代
の
他
に
営
業
損
失

補
償
金
が
必
要
に
な
る
の
で
は
。

　
譲
渡
先
と
の
話
合
い
の
中
で
補
償

金
が
加
わ
っ
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
十
分
な
協
議
な
く
他
企
業
へ
譲
渡
し

た
上
原
フ
ァ
ー
ム
の
責
任
は
重
大
。
買

収
費
用
の
一
部
負
担
な
ど
を
求
め
て
は
。

　
買
収
の
あ
り
方
も
含
め
、
法
的
な

解
釈
が
必
要
な
の
で
勉
強
し
て
い
く
。

　
交
渉
に
は
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
間
、

豚
を
飼
わ
せ
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
。

　
12
月
末
ま
で
に
豚
を
０
頭
に
す
る
。

そ
の
後
の
こ
と
は
譲
渡
先
に
確
認
し

て
い
く
。

　
国
葬
に
際
し
、
庁
舎
や
学
校
な
ど

で
弔
意
を
表
す
た
め
に
半
旗
掲
揚
や

黙
と
う
を
行
う
か
。

　
公
的
に
行
う
予
定
は
な
い
。

　
過
去
に
町
長
や
町
職
員
が
公
人
と
し

て
統
一
協
会
や
関
連
団
体
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
へ
参
加
な
ど
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　
参
加
な
ど
し
た
事
実
は
確
認
で
き
な

い
。
今
後
も
公
的
に
関
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　
昨
年
の
12
月
定
例
会
で
今
年
度
の

高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
に
盛
り
込
む
と

の
答
弁
だ
っ
た
。
い
つ
頃
ど
の
よ
う

な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
る
予
定
か
。

　
先
日
国
か
ら
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
の

項
目
が
示
さ
れ
た
。
町
で
調
査
内
容
の

検
討
を
行
い
、
今
冬
に
実
施
す
る
。

問問
　セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
問
題

問問
　重
大
な
責
任

問問
　買
収
交
渉
中
の
営
業

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答問問

　統
一
協
会

問問

　難
聴
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

問問

　安
倍
元
首
相
の
国
葬

答答

　中
村
町
長

答答

　青
戸
教
育
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　給
食
費
無
償
化

問問

　ご
み
処
理
基
本
計
画

問問

　熱
回
収
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
な
い

問問

上原ファームに買収費用の

　　　　　　　負担を求めては

問問

買収のあり方も含め勉強していく答答

買収の方針と決めた養豚場

にちなん議会だより　令和４年10月発行　No.169

町政のここが聞きたい

岡本健三 議員



　
第
２
木
材
団
地
で
稼
働
す
る
予
定
で

あ
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、
当
初

の
計
画
が
破
綻
し
て
い
る
。
現
時
点
の

情
報
公
開
と
町
民
へ
の
説
明
を
求
め
る
。

　
引
き
続
き
事
業
の
再
検
討
を
行
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
よ
り
実
現
可
能
な

計
画
が
あ
れ
ば
協
議
も
検
討
す
る
。

　
土
日
祝
日
に
限
ら
ず
、
平
日
で
も

日
南
交
通
の
タ
ク
シ
ー
運
行
状
況
に

つ
い
て
は
不
満
の
声
が
多
い
。
営
業

時
間
な
ど
町
が
も
っ
と
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
発
揮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
現
状
か
ら
の
運
行
状
況
の
改
善
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
、
採
算
性
の
観

点
か
ら
困
難
で
あ
る
と
い
う
回
答
。

町
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
代
替
措
置
を
含
め
、
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
夢
太
陽
」
の
利
用

者
が
、
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
を
利
用
で
き
な
い
の
は
何
故
か
。

　
当
該
事
業
は
、
利
用
者
に
制
限
の

な
い
一
般
常
用
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
者
の
利
用
を
対
象
と
し
て
い
る
。
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問問

答答

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
第
７
波
が
全
国

的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
が
日
南

町
内
の
感
染
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
、
情
報
の
開
示
を
。

　
７
月
以
降
の
全
国
的
感
染
拡
大
の

中
、
鳥
取
県
も
８
月
中
旬
以
降
１
日

あ
た
り
千
人
を
超
え
る
感
染
状
況
が

続
い
た
。
本
町
で
も
感
染
者
の
確
認

が
続
い
て
い
る
が
、
最
近
は
落
ち
着

い
て
い
る
。
８
月
以
降
は
「
新
規
陽

性
者
数
」
の
情
報
が
市
町
村
別
で
鳥

取
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

　
現
在
は
、
近
く
の
店
舗
に
て
購
入
で
き

る
た
め
、
全
戸
配
布
は
予
定
し
て
い
な
い
。

　
日
南
病
院
に
お
い
て
実
施
し
た
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
令
和
４
年
８
月
末
現

在
の
累
計
で
１
６
２
４
件
。

　
物
価
高
騰
対
策
は
法
人
・
個
人
に

か
か
わ
ら
ず
全
て
の
事
業
者
を
対
象

に
す
べ
き
。

　
９
月
補
正
に
お
い
て
、
物
価
・
燃

料
高
騰
に
よ
り
特
に
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
運
輸
・
交
通
事
業
者
の

事
業
継
続
を
支
援
す
る
補
助
金
を
交

付
す
る
。
町
内
の
状
況
を
把
握
し
必

要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
農
業
へ

の
支
援
は
、
肥
料
・
燃
料
高
騰
対
策

を
検
討
し
て
い
る
。

　
鳥
取
西
部
農
協
が
発
表
し
た
コ
メ

の
概
算
金
価
格
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
30

㎏
で
５
６
７
０
円
と
、
２
年
連
続
の

低
米
価
だ
。
価
格
補
償
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

　
２
年
連
続
の
低
米
価
と
な
っ
た
が

価
格
補
償
対
策
は
、
価
格
自
由
競
争

社
会
の
中
で
、
根
本
的
な
解
決
に
な

ら
な
い
。
関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら

対
応
策
を
検
討
し
た
い
。

答答

　町

　長

答答

　中
村
町
長

答答

　中
曽
病
院
事
業
管
理
者

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

物価高騰対策は、

　　　　　すべての事業者に

今後も状況を把握し、

　　　　　必要な支援を行う

問問

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
は

問問

　物
価
高
騰
対
策

問問

　抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を

　全
戸
に
配
布
を

問問

　日
南
病
院
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

　検
査
機
器
の
実
績
は

問問
　バ
イ
オ
マ
ス
発
電

問問
　価
格
補
償

問問
　日
南
交
通

問問
　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

一般質
問

一般質
問
答答と問問

町政のここが聞きたい

久代安敏 議員

日南ライスセンター
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委 員 会 の 活 動 報 告

議員　水田活用の直接支払交付金の見直しにつ
いて農業委員会の取り組みは。
農業委員　日南町農業再生協議会を通じて農林
水産省や財務省に申し入れをしていただくよう
にしている。

総務教育常任委員会 ７月14日、９月15日、26日

経済福祉常任委員会 農業委員との意見交換会 ７月14日

議員　人•農地プランによる未整備田の改修や担
い手、新規就農者を確保するためにどのような
対策をしているか。
農業委員　令和5年4月1日から新しいプランが
交付される予定である。

議員　ネオニコチノイド系農薬の使用について
日南町の現状は。
農業委員　カメムシなどの殺虫剤に含まれてい
るものがある。除草剤には含まれていないと思
う。

農業委員　農業法人も個人の認定業者も利益が
出ていなくて人を雇えない。
議員　利益を出すためには優良農地の確保が大
切。新規雇用者に対しては社会保険の補助制度
もある。

議員　以前、中海テレビで大学生の農業体験の
放送を見たが。
農業委員　鳥大生の農業インターンシップ事業
に取り組んでいる。

観光振興事業の取り組み状況（企画課）
◆サイクリング周遊事業
　電動アシスト付き自転車を9月末に8台（予算
額約180万円）を購入し、最終的には20台にな
る。町内12カ所にサイクルスタンドを設置。

◆福万来ホタル乃国
　3年ぶりに7月1日～10日までの10日間実施
し、完全予約制。来場者数は904人で、令和元
年度4500人対し80％減。
◆日野上イチョウ事業
　シャトルバスの発着点として、道の駅にちな
ん日野川の郷にする。

　おおくさ荘の活用やまなび宿はなぐちの売却
等についての質疑を行った。

町有財産の現況(総務課)

　令和5年4月から始まる第4次日南町環境基本
計画（グリーンドリーム計画：仮称）の作成に
当たり、説明を受けた。

環境関連の計画策定(住民課)

　導水路復旧工事が完了し、9月末ごろに発電
が再開出来るとの報告を受けた。

新石見小水力発電所復旧工事(住民課)

◆町営デマンドバス車検切れの行政指導終了
　鳥取運輸支局からの「輸送安全確保命令書」
を受け、3点の改善指示事項が認められ、行政
指導が終了した。
◆デマンドバスドア・ツー・ドア運行
　10月からの運行に向けて、準備を進めている
との報告。

公共交通（企画課）

農業委員　農業体験授業は、手作業だけでなく
農業機械の体験も取り入れてもらいたい。
議員　教育委員会と協議をしてほしい。

日南町農業の将来ビジョンについて、意見交換を行いました。（抜粋）
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住宅政策及び中心地域調査特別委員会 9月26日・10月12日

民間活用住宅（PFI住宅）整備事業（建設課）
　3月18日に事業概要、6月14日に進捗状況の調査をおこなったが、進展が見られない。その後の経過
と課題、今後の方針について調査を行った。

林業アカデミーの住宅整備（農林課）

　募集に対し参加表明はなかったが、興味を持
たれた事業者と内容について話し合いをしたと
ころ、三点の課題が見えてきた。
　現状の利子補填によるPFIでは年内着工が難
しいので、別の方式で令和5年度着工を目指し
たい。

＜課題＞
・資材高騰など経済状況が不安定で建設に係る
　資金調達が難しい。
・建築戸数が少なく空き部屋発生リスクが大き
　い。
・魅力ある住宅の建設が困難。

＜今後の方針＞
　令和5年度において「地域優良賃貸住宅制度
（交付金事業）」を活用し、PFI法に基づき
　BTO方式で実施する。

＜6月14日以降の進展＞
　内部で協議をしているが、報告できる具体的
な方向性はない。町長としては、多里地域にア
カデミー専用のワンルームタイプの整備を検討
している。

＜委員の意見＞
・移住定住とセットとなる部分が多い、町内に
　点在した古民家の活用も考えるべきだ。
・空き室を作らないためにも汎用性を持たせた
　ほうがよい。　等々

委員会の意見集約

＜民間活用住宅（PFI住宅）整備事業＞
　結論を急ぐ必要はないので募集を継続しなが
ら、説明のあった地域優良賃貸住宅制度
（BTO方式）を採用した応募状況を注視す
る。
　現状のPFI住宅整備に応募がないことは理解
できるし、分譲地としては狭く適さない。

＜林業アカデミーの住宅整備＞
　買い物、交流等学生からニーズの把握をすべ
きである。専用の寮は、必要性を感じない。現
時点では公共の空き室も多く、今ある施設も活
用すべきである。

・その他の意見
　PFIにこだわらず、安価で入居できる住宅整
　備を。
　住宅を求める方は一定数ある。

・その他の意見
　アカデミー運営上専用の寮があることは強み。
　安心安全の観点から近くに新築すべき。

【地域優良賃貸住宅制度】
　居住環境の供給促進のため、賃貸住宅整備
等に要する費用や家賃減額に対する助成を行
う制度
（施設整備に係る交付率　事業費の50％）
【BTO方式】
　建設・資金調達を民間が担い、完成後は所
有権を公共に移転し、その後一定期間運営を
同一の民間に委ねる方式

民間活用住宅の実績

フォービル　8戸 ヴェルデパセオ　12戸 ヴェルデパセオⅡ　12戸 ヴェルデパセオⅢ　6戸

追  跡
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全員協議会全員協議会
７
月
14
日

◆
車
検
切
れ
の
処
分

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
車
検
切

れ
、
自
賠
責
保
険
切
れ
の
件

に
つ
い
て
、
中
国
運
輸
局
鳥

取
運
輸
支
局
及
び
黒
坂
警
察

署
か
ら
の
処
分
は
、
い
ず
れ

も
科
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

◆
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
手
数
料

　
仲
介
手
数
料
を
５
％
に
据

え
置
く
べ
き
と
し
た
予
算
審

査
意
見
に
対
し
て
仲
介
事
業

者
と
協
議
し
た
結
果
、
予
定

ど
お
り
10
％
に
引
き
上
げ
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

８
月
18
日

◆
オ
ロ
チ
の
火
災

　
８
月
７
日
に
発
生
し
た

(

株)

オ
ロ
チ
の
工
場
火
災
は
、

単
板
乾
燥
ラ
イ
ン
に
針
金
が

混
入
し
た
単
板
が
大
量
に
流

れ
た
た
め
発
火
し
火
災
に

な
っ
た
。

◆
合
銀
の
移
転

　(

株)

山
陰
合
同
銀
行
生
山

出
張
所
の
移
転
に
よ
る
、
庁

舎
の
使
用
料
と
し
て
、
年
額

４
６
万
４
８
２
５
円
を
徴
収

す
る
。

　
ま
た
、
庁
舎
の
目
的
外
使

用
に
伴
う
庁
舎
建
設
補
助
金

の
国
庫
返
納
額
が
、
令
和
７

年
度
ま
で
毎
年
８
万
７
１
３

６
円
発
生
す
る
。

◆
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿

　
個
人
情
報
法
保
護
法
の
改

正
に
伴
い
、
町
の
事
務
や
事

業
を
行
う
た
め
に
職
員
が
職

務
上
作
成
、
取
得
し
た
個
人

情
報
を
体
系
的
に
構
成
し
た

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
を
作

成
、
公
表
す
る
。

◆
た
っ
た
も
カ
ー
ド

　
７
月
末
ま
で
の
利
用
状
況

・
電
子
マ
ネ
ー

７
４
８
６
万
円
　

・
通
常
ポ
イ
ン
ト

２
１
０
万
円
　

・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
イ
ン
ト

４
９
２
５
万
円
　

◆
議
会
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

　
議
会
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更

新
に
つ
い
て
協
議
。

９
月
14
日

◆
日
野
郡
連
携
小
児
科
医

　
日
野
郡
３
町
の
病
院
・
診

療
所
で
小
児
科
医
を
共
同
雇

用
す
る
。
日
南
病
院
に
は
毎

週
１
日
勤
務
。
現
行
の
週
２

日
の
診
療
は
継
続
。

◆
台
風
11
号
被
害

　
９
月
６
日
の
台
風
11
号
の

被
害
状
況
は
、
ト
マ
ト
ハ
ウ

ス
６
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
破
損
、

白
ネ
ギ
、
リ
ン
ゴ
な
ど
に
被

害
発
生
。

◆
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

　
セ
ン
ト
ラ
ル
農
場
排
水
問

題
に
つ
い
て
解
決
さ
れ
な
い

ま
ま
、
農
場
の
譲
渡
に
よ
り

経
営
者
が
変
わ
る
こ
と
な
っ

た
。
町
民
か
ら
要
望
さ
れ
て

い
る
養
豚
場
の
事
業
中
止
と

土
地
の
買
い
上
げ
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
前
向
き
に
取
り
組

む
と
の
説
明
。

◆
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

　
町
内
８
郵
便
局
で
行
な
っ

て
い
る
各
種
証
明
書
の
発
行

を
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
郵
便
局
に
支

払
う
手
数
料
を
５
年
度
か
ら

引
き
上
げ
る
事
に(

阿
毘
縁

簡
易
郵
便
局
を
除
く)

。
町

民
の
利
用
料
に
変
更
は
な
い
。

◆
人
材
確
保

　
役
場
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の

た
め
、(

株)

山
陰
合
同
銀
行
か

ら
派
遣
職
員
を
受
け
入
れ
る
。

◆
た
っ
た
も
カ
ー
ド
と
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
に
よ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

を
た
っ
た
も
カ
ー
ド
で
受
け

取
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

◆
肥
料
高
騰
対
策

　
農
業
用
肥
料
の
高
騰
に
対

し
て
国
に
財
政
支
援
を
求
め

る
な
ど
の
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
。

(

12
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

　所
管
各
課
か
ら
報
告
事
項

や
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑

や
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
12
日

◆
ｅ-

ス
ポ
ー
ツ

　
デ
ジ
タ
ル(

仮
想
空
間)

で

建
物
な
ど
の
も
の
作
り
が
出

来
る
ゲ
ー
ム
「
マ
イ
ン
ク
ラ

フ
ト
」
を
小
中
学
生
を
対
象

に
11
月
19
、
20
日
に
実
施
す

る
。(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

視
聴
が
可
能)

◆
道
の
駅
の
指
定
管
理
者

　
来
年
度
か
ら
５
年
間
の
指

定
管
理
者
に
つ
い
て
、
固
定

費
を
１
２
０
０
万
円
に
増
額

し
、
地
元
品
売
上
歩
合
の
率

を
引
上
げ
て(

合
計
で
上
限

２
０
０
０
万
円)

募
集
を
実

施
し
て
い
る
。

◆
学
校
給
食
へ
の
海
藻
米

　
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交

流
促
進
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

２
学
期
か
ら
学
校
給
食
に
町

内
産
「
海
藻
米
」
を
使
用
し

て
い
る
。

※

給
食
用
米
の
選
定
過
程
の

基
準
お
よ
び
透
明
性
が
不
十

分
で
あ
る
と
の
意
見
。 マインクラフト

参加ページは
こちらから

高騰する肥料
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「これからのまち・むらづくり協議会」

︵
８
月
︶

１
～
２
日
、
４
日
、
９
日

　
　
　
議
員
研
修(

オ
ン
ラ
イ
ン
｠

３
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

18
日
　
西
部
町
村
議
会
議
員
研
修
会

23
日
　
自
治
協
議
会
と
の
意
見
交

　
　
　
換
会

29
日
　
議
会
運
営
協
議
会

︵
９
月
︶

６
～
８
日
、
28
日

　
　
　
９
月
定
例
会
本
会
議

８
～
９
日
、
12
～
14
日
、
20
日
　

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

８
日
、
28
日

　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

14
日
　
全
員
協
議
会

15
日
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

15
日
、
26
日

　
　
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

26
日
　
住
宅
政
策
及
び
中
心
地
域

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

︵
10
月
︶

４
日
　
日
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

７
日
、
13
日

　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

12
日
　
全
員
協
議
会

　
　
　
住
宅
政
策
及
び
中
心
地
域

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

お
詫
び
と
訂
正

　
令
和
４
年
７
月
発
行
の
「
議
会

だ
よ
り
」
に
掲
載
し
た
日
南
町
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
の
氏
名
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
正
し
く
は
、
山
本
智
恵
｟
誤
・

知
恵
｠
さ
ん
で
す
。

議
会
活
動
報
告

自治協議会との意見交換会

議
会
　
各
ま
ち
協
の
予
算(

一
括
交
付
金
、
地
域
活
動
支

援
交
付
金)

に
つ
い
て
の
意

見
は
。

自
治
協
　
多
里
で
は
遊
四
季

多
里
、
ハ
ン
ザ
ケ
道
場
の
２

つ
が
主
な
事
業
で
年
度
ご
と

に
内
容
を
決
め
て
予
算
を
と

っ
て
い
る
。
石
見
は
主
に
体

協
関
係
に
使
用
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
を
行
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
役
員
の
な
り
手
が
な
く
、

人
材
の
確
保
も
含
め
て
事
業

を
行
え
る
体
制
作
り
が
必
要

と
考
え
る
。

 

ま
ち•

む
ら
づ
く
り
協
議
会
の

 

活
動
資
金

　８
月
22
日
、
自
治
協

議
会
７
人
︵
各
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
会
長
等
︶

と
議
員
全
員
に
よ
る
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。

　
議
会
で
は
、
住
民
グ
ル
ー

プ
か
ら
お
声
掛
け
を
い
た
だ

い
た
ら
、
テ
ー
マ
を
問
わ
ず

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。

 

環
境
問
題
の
取
り
組
み

議
会
　
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
は
日
南
町
の
象
徴
だ
と
思

う
が
、
具
体
的
な
活
動
方
針

は
。

自
治
協
　
川
の
掃
除
等
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

が
、
ま
ず
は
会
議
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
現
状
を
知
っ
て

も
ら
っ
た
上
で
意
見
を
伺
い

た
い
。
S
D
G
s
の
指
定
都

市
と
な
っ
て
い
る
町
と
し
て
、

町
全
体
に
浸
透
さ
せ
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
欲
し
い
。

自
治
協
　
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ

ー
ム
の
譲
渡
が
決
ま
っ
た
が
、

も
う
日
南
町
に
は
養
豚
場
は

い
ら
な
い
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
す
る
。

議
会
　
常
任
委
員
会
で
審
査

を
し
て
い
き
た
い
。

 

た
っ
た
も
カ
ー
ド
の

 

利
用
状
況

自
治
協
　
た
っ
た
も
カ
ー
ド

の
発
行
か
ら
半
年
が
経
過
し

た
が
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が

出
て
い
る
か
。

議
会
　
最
初
に
も
ら
っ
た
ポ

イ
ン
ト
は
使
用
す
る
が
、
チ

ャ
ー
ジ
し
て
ま
で
は
と
い
う

意
見
と
、
多
く
の
お
店
で
売

り
上
げ
が
伸
び
て
い
る
と
感

じ
優
れ
た
取
り
組
み
だ
と
い

う
意
見
が
あ
る
。

自
治
協
　
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン

ト
保
有
期
間
が
短
い
。
例
え

ば
、
健
康
診
断
の
ポ
イ
ン
ト

が
受
診
か
ら
１
ヵ
月
以
上
経

っ
て
か
ら
付
与
さ
れ
る
。
ま

た
、
端
末
か
ら
の
レ
シ
ー
ト

の
字
が
見
え
に
く
い
。

企
画
課
　
人
生
学
園
の
よ
う

な
場
合
は
そ
の
場
で
ポ
イ
ン

ト
を
出
し
て
い
る
。
健
康
診

断
に
つ
い
て
は
健
診
結
果
と

一
緒
に
発
行
し
て
い
る
の
で

遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。
字
の

大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
端
末

の
設
定
変
更
が
可
能
か
ど
う

か
確
認
を
す
る
。

 

地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

自
治
協
　
災
害
時
に
お
け
る

振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
長
に
対

す
る
認
識
が
、
セ
ン
タ
ー
の

鍵
を
開
け
る
事
と
言
う
発
言

が
あ
っ
た
が
。

議
会
　
避
難
所
の
鍵
を
開
け

て
も
ら
い
、
総
務
課
の
防
災

担
当
者
が
運
営
に
携
わ
る
こ

と
で
あ
る
。

自
治
協
　
事
務
長
の
災
害
時

に
お
け
る
勤
務
は
、
役
場
と

の
連
絡
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
総
務
課
に
確
認
を
取

り
た
い
。

あ
な
た
の
声
を
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自
治
功
労
者

表 

彰

　令
和
４
年
８
月
18
日
、
鳥
取
県
西
部

町
村
議
長
会
よ
り
、
町
村
議
会
議
員
と

し
て
通
算
11
年
以
上
在
職
し
、
功
労
の

あ
っ
た
日
南
町
議
会
議
員
の
３
氏
が
、

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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山
本

　芳
昭

　議
員

古
都

　勝
人

　議
員

荒
木

　
　博

　議
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に
ち

な
ん

議
会

だ
よ

り

　決
算
議
会
と
も
い
わ
れ
る
９
月
定

例
会
で
、
令
和
３
年
度
の
各
会
計
決

算
の
審
査
を
中
心
に
審
議
を
行
な
い

ま
し
た
。

　審
査
の
過
程
で
様
々
な
指
摘
事
項

が
あ
り
ま
し
た
が
、
財
政
健
全
化
判

断
比
率
、
公
営
企
業
会
計
に
係
る
資

金
不
足
比
率
は
い
ず
れ
も
本
町
財
政

が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。　今

後
も
町
の
活
性
化
、
民
生
の
安

定
や
将
来
へ
の
投
資
の
た
め
に
税
金

や
財
源
を
有
意
か
つ
効
率
的
に
使
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる
講
師
の
仕
事
が
き
っ
か
け
に

　車
が
好
き
で
、
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー

で
整
備
士
を
し
た
後
、
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

カ
ー
の
工
場
で
修
行
し
ま
し
た
。
そ
の

傍
ら
ア
ル
バ
イ
ト
で
溶
接
の
講
師
を
し

た
と
き
、
自
分
は
人
に
対
し
て
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
し
て
な
か
っ
た
と
気
づ
き
ま
し

た
。
そ
れ
を
転
機
に
一
旦
車
か
ら
離
れ

て
、
営
業
代
行
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

Ｕ
タ
ー
ン
で
農
業
に
挑
戦

　営
業
代
行
の
仕
事
で
全
国
を
回
る
う

ち
、
都
会
よ
り
も
む
し
ろ
田
舎
の
方
が

事
業
に
挑
戦
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
農
業
が
あ
り
ま
し

た
。
仕
事
の
契
約
の
更
新
時
期
や
妹
が

結
婚
し
て
実
家
を
離
れ
る
時
期
、
祖
父

母
の
介
護
の
問
題
な
ど
が
重
な
り
、
自

分
が
実
家
に
戻
っ
て
農
業
で
起
業
す
る

こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

想
定
外
の
１
年
目

　就
農
１
年
目
の
今
年
は
業
者
と
の
や

り
取
り
や
雇
用
、
圃
場
の
準
備
な
ど
で

想
定
外
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
５
月

８
割
農
業
２
割
Ｘ  

ふ
る
さ
と
で
挑
戦
！ 

頃
ま
で
死
ぬ
ほ
ど
忙
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
、
順
調
に
収
量
も
上
が
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
満
足
し
て
い
ま
せ

ん
。
来
年
は
も
っ
と
頑
張
り
ま
す
。

多
様
性
の
あ
る
農
業
を
目
指
し
て

　風
邪
な
ど
は
何
年
も
引
い
て
ま
せ
ん

し
仕
事
の
飲
み
込
み
の
早
さ
は
研
修
先

で
褒
め
て
も
ら
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
。

で
も
、
体
力
に
は
全
く
自
信
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
を
前
提
に
ど
う
や
っ
た
ら

で
き
る
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
体

力
の
あ
る
人
し
か
で
き
な
い
農
業
で
は

な
く
、
様
々
な
人
が
参
加
出
来
る
多
様

性
の
あ
る
農
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

８
割
農
業
２
割
Ｘ

　半
農
半
Ｘ
と
言
い
ま
す
が
、
半
農
で

は
中
途
半
端
な
の
で
８
割
し
っ
か
り
農

業
に
取
組
み
ま
す
。
残
り
２
割
の
Ｘ
で

自
分
が
楽
し
く
打
ち
込
め
る
こ
と
に
挑

戦
し
た
い
で
す
。
人
生
を
豊
か
に
す
る

に
は
こ
の
２
割
の
Ｘ
が
す
ご
く
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

早朝からトマトの収穫

　
　松
本

　恭
平
さ
ん
︵
丸
山
︶

ま
つ
も
と

き
ょ
う
へ
い

エ
ッ
ク
ス


